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チャレンジャーズアカデミー
実施にあたって
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IMD( 国際経営開発研究所)が発表した「世界競争力年鑑2024 」による
と、ビジネス分野における近年の日本の『世界競争力』は大幅に落ちており
、今後、日本ではグローバル社会で活躍できる人材の育成が急務であると
いえます。

そこで、海外を経験したアスリートが、日本の未来を担う子どもたちへ自身の
経験や想いを子どもたちに伝えることで、夢やチャレンジ精神をもつことの大
切さを知ってもらい、国際社会での活躍を意識してもらえるよう、アスリート
先生による学校授業プログラム「チャレンジャーズアカデミー」を立ち上げまし
た。

いくつもの困難を乗り越え、自身の夢や目標に向かい、世界を舞台に挑戦
してきたアスリートたち「チャレンジャーズ」のことばや経験は、子どもたちに気
づきをもたらし、勇気を与える力があると信じています。

同時に、学校教諭の指導力向上や働き方改革の一助となること、また、ア
スリート達の社会貢献の場となり、セカンドキャリア支援となる仕組みを生み
出すことを目指します。

平成29年3月公示の新学習指導要領では、新しい時代に求められる資
質や能力を子供た ちに育むために、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業の工夫や改善が求められています。

「チャレンジャーズアカデミー」での“触れ合いによる学び”が、今後生徒の皆
さんが国際社会に出てグローバルな歩みを進めていく中で活かせる資質や
能力を育むとともに、運動やスポーツが好きになり、生涯にわたり豊かなスポ
ーツライフを送り健康的な人生を送るきっかけとなることを期待しています。

松原良香



１．実施概要
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【事業名】 アスリート先生学校派遣事業

【運営委託】 一般社団法人FELICEスポーツクラブ

【主 催】 公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団

【日 程】 2024 年11月19日(火) 1時限目～4時限目

【実施校】 東京都港区立小中一貫教育校 白金の丘学園 白金の丘小学校

（東京都港区白金４丁目１−１２）

【実施クラス】 6年生 126 名（4クラス）

【目 的】 海外を経験したことのある元アスリート＝「チャレンジャー先生」が教師役となり

 運動と講義の授業を実施し、子どもたちへアスリート自身が海外に出たきっか

けや、どのように語学やコミュニケーション能力を身に付けたのか、また海外で

遭遇した困難をどう乗り越えたかなど、自身の経験を伝えることで、子どもたちが

国際感覚を養い、将来世界を舞台に活躍することを意識するきっかけをつくる

【チャレンジャー先生】 福西崇史 先生（元サッカー日本代表)

【アシスタント講師】 松原良香 先生（元アトランタ五輪サッカー日本代表）

【子どもたちに身に付けてほしい要素】

■語学力、コミュニケーション能力

■自己主張力、自立心

■グローバルな視点・多様性のある社会の創造など、新しい時代に求められる資質や能力

■スポーツを好きになり、生涯にわたり健康的で豊かなスポーツライフを送るようになること

【実施方法】 運動と講義の2コマ1セットの授業を、2クラス単位で実施

■運動の時間 チャレンジャー先生自身の競技・トレーニングを実践し、

その競技に親しむともに、スポーツの楽しさを知ってもらう

■講義の時間  目標を達成させるためにしたこと、海外での困難にどう乗り越えたかなど、

先生自身の経験や想いを伝え、生徒に国際社会て活動することについて

考えてもらう

時限 内容 時間
実施
時間

場所
実施
クラス

1 サッカー 8:45 ～9:30 45分 校庭(3F)  6年1組 33名
6年3組 31名2 講義 9:40 ～10:25 45分 ホール(1F)

3 サッカー 10:45 ～11:30 45分 校庭(3F) 6年2組 31名
6年4組 31名4 講義 11:40 ～12:25 45分 ホール(1F)

給食 12:25 ～13:05 40分 6年3組の教室（6F）※オープン教室



2．授業構成（運動の時間）

①自己紹介～授業の目的を確認 (5分)

・自己紹介(名前、競技歴、今の活動など)
・今日の授業の目的を伝える

②準備運動 (10分)

・ウォーミングアップ、ストレッチ、体操など実施
※自身の競技の特性を活かしたウォーミングアップを行う
※怪我予防のため、動きの効能・目的を伝える

③主運動 (25分)

・目標に向かって仲間と協力し合い努力すること、
その達成感とスポーツの楽しさを感じてもらえるよう、
効果的に声がけをする
※目標設定と作戦会議の時間を設ける

④まとめ (5分)

・子どもたちが良く考えたこと、努力をした点を評価する
・次の授業は教室のため、移動を促す

⑤挨拶・着替え (休み時間10分間)

※授業の最初や最後
 アスリート先生による競技のパフォーマンスを披露
 ⇒子どもたちに、世界で戦った
アスリートの凄さを知ってもらう
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① 自己紹介・自身の国際経験の話 (25分)  

自己紹介
・選手時代の写真やスライド、VTR映像があれば、

用いて自己紹介
・簡単なプロフィールを配布または黒板に掲示
・現役時代にプレーした国、遠征で滞在した国の情報

国際経験の話
以下のテーマのうち最低2つを入れて話します。
◆海外に出たきっかけ、現地でどのようにコミュニケーションをとれるようになったのか
◆海外で遭遇した困難とは？それをどう乗り越えたか？
◆日本と海外の違い、海外でびっくりしたこと
◆海外を経験してよかったこと、どのような強みができたか
◆海外に出て感じた日本の良いところ、もっとこうした方が良いと思うところ

③授業のまとめ (5分)

各グループの発表を受け、チャレンジャー先生が
生徒へのメッセージ、アドバイスなど、
この授業で一番伝えたかったことを最後に伝えます。

② グループワーク・発表 (10分)

①で先生の話を聞いたうえで、子どもたちが感じたことを話し合い、
国際社会に出ること、語学の習得、将来の目標など、
自身のことにあてはめ考えられるように
気づきを与えることを目的とします。

グループに分かれ、それぞれ感じたことを出し合う(5分)
↓
各グループの代表者が話し合ったことをまとめ発表(5分)

④記念撮影 (5分)
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3．授業構成（講義の時間）



主運動（ミニゲーム)

自己紹介・準備運動

【日 程】 2024年11月19日(火) 1時間目
【チャレンジャー先生】 福西崇史 先生(元サッカー日本代表)
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4.授業レポート① 6年1組・6年3組 運動

子どもたちが大好きな試合は、4チーム総当たり戦を行いました。女子も男子も関係なく、みんな積極的にボールを追いかけゴー
ルを目指していました。福西先生、松原先生も生徒に交じり、一緒にサッカーを楽しみました。

福西先生には、ゲーム中にドリブルやシュートなどを間近でみせてもらい、生徒たちもそのプレーに魅了されていました。

【今後に向けて】 2クラス合同で同時に60人以上で授業を行うため、人数が多くてもスムーズに行える運動メニューをいくつか候補
として準備しておくとよいと感じました。

日本代表として2度もW杯に出場した福西先生の紹介と、こ
のサッカーの授業で学んでほしいこととして、「チームワーク・協
力すること」「サッカーを楽しむこと」を生徒へ伝えました。

4チームに分かれ、チーム対抗鬼ごっこを開催。後半はグラウン
ド半分のエリアに狭め、必死に鬼から逃れようと駆け回っていま
した。“鬼チーム”は逃げる生徒を追い込めるよう、仲間と協力
しながら取り組んでいました。



質疑応答・授業で学んだことの発表

チャレンジャー先生の経歴・海外での挑戦の話
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4.授業レポート② 6年1組・6年3組 講義

福西先生のサッカー界での経歴を紹介しながら、初めて海外のチームと対戦した時のエピソードや、日本代表として2度出場
したワールドカップに臨んだときの気持ちなど、世界を舞台に活躍してこられた秘訣を教えていただきました。南米選手の勝利
への執着心や、アラブ圏での試合では、現地の観客からプレッシャーを感じたことなどを教えてくださいました。

質疑応答では、日本が優勝した2004 年のアジアカップ中国大会の準々決勝vsヨルダン戦で、福西選手が3番目のキッカーとし
てPKを蹴ったときの気持ちについて聞かれ、「自分が入れてやる、という闘志から、緊張せずに蹴って見事ゴールを決めた」とメンタ
ルの強さを感じさせる話を聞かせてくださいました。また、海外での食事事情や、日本代表のチームメイトとの仲など、生徒からの素
朴な疑問にもたくさん答えていただきました。

最後に福西先生より、生徒へのメッセージとして、「人から必要とされるために、常に準備をしておくこと、常に向上心を持って臨
むことの大切さ」を伝えていただきました。監督が何を求めているのかを考え、その求めに応じられるよう、やるべきことをしてきた結
果が、日本代表チームに呼ばれ続けた理由だったと分析する福西先生。子どもたちにも将来の目標や夢を達成させるために、
何をしたらよいかを考えてほしいと話していただきました。

【今後に向けて】今回のような対談形式での講義は、テーマを絞り、海外経験にまつわる要点を話せるよう準備が必要だと感じ
ました。授業終了時刻をオーバーしたので、今後はタイムマネジメントをよりしっかり行うこと。

【日 程】 2024年11月19日(火) 2時間目
【チャレンジャー先生】 福西崇史 先生(元サッカー日本代表)



主運動（手つなぎリレー、ミニゲーム)

自己紹介・準備運動

【日 程】 2024年11月19日(火) 3時間目
【チャレンジャー先生】 福西崇史 先生(元サッカー日本代表)
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4.授業レポート③ 6年2組・6年4組 運動

チームのメンバーで協力し、皆で手を繋いでいかに速く走れるかを競いました。うまく走ることができなかったチームも、どう工夫すれば
速く走れるかを相談し、だんだんとコツをつかみゴールできるようになっていました。子どもたちは、仲間と協力しながら話し合うことの
重要性を身をもって感じたようでした。

授業の最後にはグラウンドを2つのコートに分け、チーム対抗でゲームを行いました。ここでも、福西先生がドリブルで生徒を交わし、
アシストをしてゴールに貢献するなど、華麗な技を存分に発揮し、子どもたちも一緒にサッカーを楽しむことができました。

【今後に向けて】 チームで相談し、協力することで成果が表れる「手つなぎリレー」は、仲間と協力すること、相談することの大切さ
を子どもたちが学ぶのに、良いメニューであると感じました。

前の授業と同様に、日本代表として2度もW杯に出場した福
西先生の自己紹介と、このサッカーの授業で「チームワーク・協
力すること」を学んでほしいこととして生徒へ伝えました。

4チーム対抗で、2人1組のパスまわしリレーを実施。初めてサッ
カーをする生徒もいましたが、仲間を応援しながら和気あいあ
いとした雰囲気の中、ボールを蹴る感覚をつかんでいました。



質疑応答・授業で学んだことの発表

チャレンジャー先生の経歴・海外での挑戦の話
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4.授業レポート④ 6年2組・6年4組 講義

日本と海外チームの違いとして、日本人選手に比べ欧米や中南米の選手は体格が大きく、筋肉量も多くフィジカルが強かったの
で、当たり負けしないようにトレーニングや食事に気を遣い身体をつくっていたという話をしてくださいました。ジュビロ磐田でのチーム
メイトに世界トップレベルのドゥンガ選手(元ブラジル代表)や、スキラッチ選手(元イタリア代表)がいたため、世界で戦うために必要
な要素を彼らから学んでいたそうです。代表チームでは中東での試合を重ね、アラビア数字が読めるようになったエピソードもしてく
ださいました。

サッカー選手時代、唯一緊張した試合は、2002 年の日韓W杯で初めてワールドカップの試合に出たときだったそうです。ただ
し、一度経験してしまえば次からは緊張せずに試合に臨むことができたそうです。また、海外での美味しかった食べ物のことや、
南米ボリビアのホテルで空調がききすぎて困ったエピソードなど、海外経験にまつわる質問にも丁寧に答えてもらいました。

授業終了後、教室で一緒に給食を食べながら交流しました。1組から4組までの教室が廊下で繋がるオープン教室だったので、
福西先生が各クラスをまわり、授業内で聞けなかった質問にも答えてくださり、子どもたちはより近い距離で福西先生と交流を深
め、最後には生徒の皆さんとすっかり打ち解けていました。

【今後に向けて】ホールではなく教室での講義のほうが、より普段と同じような環境で生徒がよりリラックスして授業を受けることが
できると感じました。

【日 程】 2024年11月19日(火) 4時間目
【チャレンジャー先生】 福西崇史 先生(元サッカー日本代表)

給食の時間



5. 受講者アンケートの結果①

Q1 サッカーの授業の感想（複数回答可） ※必須回答
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その他

緊張した

やる気が出なかった

意欲がわいた

クラスメイトとの絆を感じた

サッカーの知識が増えた

難しかった

上手にできた

つまらなかった

楽しかった

Q2 講義の授業の感想（複数回答可）※必須回答
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緊張した

やる気が出なかった
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サッカーについての知識が増えた
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回答者 6年生：117 名

(94 .0％)

(1.7％)

(28 .2％)

(44 .4％)

(43 .6％)

(33 .3％)

(41 .0％)

(0.0％)

(17 .1％)

(9.4％)

(割合)

(70 .9％)

(1.7％)

(55 .6％)

(12 .8％)

(54 .7％)

(51 .3％)

(38 .5％)

(0.9％)

(8.5％)

(2.6％)

その他

サッカーの楽しさを改めて感じた。ボールに群がり過ぎだと思った。
サッカーに自信がついた。福西選手と会えて嬉しかった。教え方
が上手だった。人として大切なことを学んだ。負けて悔しかった。

その他

スポーツは楽しいと思った。



5. 受講者アンケートの結果②

Q3 あなたは将来または近い未来の夢や目標をもっていますか？（どれか一つ） ※必須回答
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Q4 (将来または近い未来の夢・目標がある方）達成に向けて取り組んでいることはありますか。
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回答者 6年生：117 名

(75 .3％)

人数(割合)

(3.2％)

(16 .1％)

(56 .4％)

(0.0％)

(23 .1％)

(17 .9％)

(2.6％)
人数(割合)

(5.4％)



5. 受講者アンケートの結果③

Q5 本日の授業をうけて、大切だと思ったことは何ですか?(複数回答可) ※必須回答
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リーダーシップ

自己主張・自分の意見を伝えること

積極性

勉強・知識を身に付けること

語学力

コミュニケーション能力

Q6 スポーツは好きですか? Q7 英語や外国語の勉強は好きですか?
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回答者 6年生：117 名

(69 .2％)

(37 .6％)

(41 .9％)

(55 .6％)

(54 .7％)

(25 .6％)

(59 .8％)
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(21 .4％)
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(22 .2％)

(28 .2％)
(23 .9％)

(17 .1％)

(8.5％)

人数(割合) 人数(割合)

(6.0％)



5. 受講者アンケートの結果④

Q8 福西崇史先生へメッセージ (一部抜粋)
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回答者 6年生：117 名

サッカーのことを色々知れました。駆け引きが上手なんですね。私も上手になりたいんで、教えてください。

海外との差で最初に浮かぶのは「時差」だったけれど、「食」や「言葉」も慣れるのに大変なんだな、と思いました。将来海外に行くつも
りはないけど、コミュニケーションは身に付けないといけないのか、と思いました。

将来、僕も先生のようなおもしろく、やさしい人になりたいと思った。

来てくれてありがとうございました！講義の授業を聞いて、目標に向かっていろいろ取り組んでみることが大切だとわかりました。サッ
カーとても楽しかったです!!

今回の授業で色々なことを知ることができました。特に、何でも挑戦するということを学びました。ありがとうございました!

サッカーをするため鬼ごっこからはじめて、協力の大切さを話していたのが印象的だった。

今までは、サッカーなどの運動系は運動神経が良くないと絶対無理だと思っていたけれど、頭を使ったり、チームメイトと協力したりする
ことで運動が苦手でもできたので意外でした。運動の苦手意識が少し減りました。ありがとうございました。

講義の教室で世界の広さをあらためて知りました!! たくさんの人の中で、勝ち抜いて選ばれた先生を尊敬します。学べたこともたくさん
あったし、サッカーが大好きになりました！ありがとうございました。

どちらかといえば野球にしか興味がなかったけど、やっぱりプロの人たちが乗り越えているものや、考え方が同じだと思いました。サッカー
に興味がわいたし、将来の夢をかなえるのに大切なことを知りました。ありがとうございました。

前まではアスリートの人たちは緊張しなさそうで羨ましいと思っていたけど、今日の授業を受けて、誰でも最初は緊張して、それを乗り
越えたからこそなんだと思い、私も頑張ろうと思いました。

福西先生の講義を聞いて、習ったことを自分のものにすることが大事なんだな、と思いました。なのでこれからは、きちんと一個ずつ自
分のものにしていこうと思います!

福西先生が言っていたように、相手の意見をとり入れ、工夫し努力することが大切だと思いました。私も自分の夢に向けて頑張ろう
と前向きな気持ちを持つことができました。今日は本当にありがとうございました。

サッカーのことはあまり知らないけど、ルールをちゃんと知ってやったら面白そうだと思った。また、プロでも緊張することがあるということを
知った。

サッカーだけではなく、人生なども知れてとても面白かったしためになった。また元日本代表の選手に会えて、とても貴重な経験になっ
た。

今回の授業で、サッカーのボールの扱いの難しさや、友達と協力することの楽しさを学べました。また、プロのサッカー選手と話す機会
はめったにないので、家に帰ったら今日感じたことを家族に話そうと思いました。サッカーの試合は、授業でやった時よりも楽しく、すす
んでボールに向かっていけました。

チャレンジすることや失敗は誰にでもあるということを聞き、自分に大きな目標ができました。ありがとうございました。

すごく分かりやすかったし、何より自分でも先生が好きなんだなと感じました。ぶっちゃけ今までサッカーは苦手な感じだったんですけど、
少し興味がわいてきました。わかりやすい説明をありがとうございました。

私はクラブで卓球をやっています。なのでスポーツには慣れていました。でも、サッカーは卓球に比べ難しそうなイメージでした。やってみ
ると、ボールを追いかける楽しさが分かりました。ありがとうございました。

はじめは、「サッカー苦手だし、大丈夫かな?」と不安だったが、楽しいけど攻略がいる鬼ごっこから始まったということと、フレンドリーな打
ち解やすそうな福西選手の人柄のお陰で、楽しく2時間を過ごせました。
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プロ・日本代表・海外などについて具体的にイメージが付き、実際にサッカーもできてとても楽しかったです。

サッカーの授業で、ドリブルがすごく上手だった。パスもしてくれてとても楽しかった。

とても面白い話をしてくれて、コミュニケーション能力は大事だなと思った。英語の授業にも積極的に取り組んでいるので、将来話せ
るようになったら未来が開けるかもしれないと思う。

久しぶりにサッカーをやって、やっぱり楽しかったし、あんまりボールには触れなかったけど、友達がゴールを決めているのを見て、自分
も嬉しくなった!

福西先生の授業とても楽しかったです。特に、最初の鬼ごっこと、サッカーが楽しかったです。サッカーはボールが2つあって、守ったり、
蹴ったりするのが楽しかったです。3組で給食を食べてくれてありがとうございました。

自分は福西選手に授業をやってもらえたおかげで、福西選手のような日本代表になりたいと思いました。本日は本当にありがとうご
ざいました。

今日の講義で、サッカー日本代表として出るのがどれだけ大変かよくわかりました。また、海外への興味も持てました。

サッカーの授業を通してクラスやチームで協力することや苦手なことに挑戦する大切さを学ぶことができました。

今回の授業で福西先生が今まで経験して大変だったこと、大切だと思ったことを知れて、未来の自分も様々な苦しい経験、楽し
い経験をしていきたいと思いました。

サッカーに関する知識が増えて、興味が持てるようになりました。また少しだけ工夫することで上達する嬉しさが分かりました。

みんなで話し合って、協力して、一人一人の意見を聞いたら、話し合う前よりはるかに成長出来ていて、話し合いがどれだけ大切
かを改めて知った。

サッカーの授業はとてもよいチームワークの勉強になりました。

サッカーと海外のマメ知識を教えてくれてありがとうございました。福西選手のおかげで、チームワークが大事ってことが分かりました。

教えてもらったことに興味を持てたし、よくテレビで見ているので会えてうれしかったです。さらに、自分のドリブルを褒めてくれたりして
嬉しかったです。

物事に積極的に取り組み、何事にも全力を尽くす姿勢が大切であると思いました。

他国に行くときは、その文化のことを知ることが大切だと学んだ。元日本代表の講義など、めったに聞けないことを聞けてよかった。

6. 総括・今後に向けて
■福西崇史先生は良くも悪くも言葉遣いなどが「サッカー指導者」であり学校側や生徒の反応が心配だったが、学
校教諭からは気にならなかったとの意見や、福西先生が子どもたちと打ち解けるのも上手で、普段と違う講師の威
厳のある雰囲気や立ち居振る舞いが新鮮でよかった、との感想をいただいた。

■講義の授業は、学校からの要望とクラス数の都合で2クラス合同で行ったため、広いホールで実施したが、物理的
にも講師と生徒との距離があったため、教室で実施に比べ堅苦しい雰囲気になったように感じた。

舞台上ではなく生徒と同じ目線で話をしたり、生徒の近くをまわって話をするなど、工夫が必要だと感じた。

■講義の授業でのトークテーマは大枠のみ決めて対話形式でおこなったが、ポイントを絞り、かつ時系列に沿って話
を進めたほうが伝わりやすいと思った。今後、対話形式での講義の場合は、MCからの質疑応答形式にして具体的
に話す項目を絞り、ある程度、台本を準備するなどして臨むとよい。

■時間内に話が終わらなかったので、タイムキーパーをおくなどして、タイムマネジメントをしっかり行うようにする。



15

一般社団法人FELICEスポーツクラブ

「自分を信じて 個性を伸ばそう」
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